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第
二
章

神
社
・
仏
閣

久
万
町
に
は
一
七
座
の
神
社
と
、
一
〇
字
の
仏
閣
が
あ
る
。
(
愛
媛
県
宗
教
法
人
名

簿
六
三
、
一
、
一
現
在
)

神
社
で
は
明
神
地
域
に
河
内
神
社
、
高
殿
神
社
、
金
刀
比
羅
神
社
、
天
満
神
社
の

四
座
、
久
万
地
域
に
久
万
伊
勢
大
神
宮
と
三
島
神
社
の
二
座
、
畑
野
川
地
域
に
は
総

河
内
神
社
と
住
吉
神
社
の
二
座
、
直
瀬
地
域
に
五
社
神
社
と
八
幡
神
社
の
二
座
、
父

一
一
峰
地
域
に
十
二
社
神
社
、
八
幡
神
社
、
三
訪
神
社
、
御
調
神
社
、
葛
城
神
社
、
金

刀
比
羅
神
社
、
河
上
神
社
の
七
座
が
あ
る
。
仏
閣
は
明
神
地
域
に
高
山
寺
、
久
万
地

域
に
大
宝
寺
、
法
然
寺
、
正
法
寺
、
馬
頭
寺
、
川
瀬
地
域
に
善
通
寺
と
浄
福
寺
、
父

二
峰
地
域
に
法
蓮
寺
と
福
城
寺
、
永
仁
寺
と
、
合
計
一
〇
か
寺
あ
る
。

以
上
の
七
つ
の
お
宮
と
一
〇
の
お
寺
は
、
い
ず
れ
も
愛
媛
県
が
宗
教
法
人
と
し
て

認
可
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
神
仏
混
蒲
の
形
態
を
と
る
も
の

や
、
合
併
さ
れ
た
跡
地
に
小
さ
な
お
堂
を
も
つ
も
の
な
ど
が
あ
る
。

一
神

社

(
愛
媛
県
宗
教
法
人
名
簿

昭
6 

3
・
1
・
1
現
在
に
よ
る
)

1

河
内
神
社

東
明
神
字
茶
屋
駄
場
甲
一
二
六
六

す
さ
の
淘
の
み
こ
と

お
お
い
ち
ひ
め
の
み
こ
と

み
づ
ほ
の
め
の
み
ご
と

き
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

お
ち
も
ち
の
み
こ
と

祭

神

素
霊
場
命
・
大
一
比
貢
命
・
弥
都
波
能
貢
命
・
猿
田
毘
古
命
・
大
己
貴
命
・

少
名
毘
古
命
・
来
名
戸
祖
神
・
前
週
突
智
神

三久天金高河 
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河内神社

口
碑
に
よ
る
と
、
そ
の
昔
、
社
殿
は
洪
水
の

た
め
流
出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
、
水
中

に
神
霊
を
認
め
奉
祀
す
る
。
高
知
県
に
当
社
の

分
祀
が
あ
る
。
ま
た
国
司
散
位
中
子
宿
祢
玉
興
、

尊
崇
憎
ま
ず
寺
堂
建
立
、
付
置
と
し
て
給
い
し

ぼ
ど
な
り
と
五
穀
豊
穣
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
、

明
治
時
代
に
は
獅
子
舞
も
奉
納
さ
れ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
本
殿
・
拝
殿
・
土
蔵
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。



高殿神社

2

高
殿
神
社

西
明
神
字
高
殿
二
六
七

祭

神

高
御
産
巣
日
神
・
本
勝
国
勝
長
狭

い
か
づ
ち
の
か
み
∴
∴
お
お
や
ま
す
み
の
か
み
∴
∴
た
か
お
の

命
・
雷

神
・
大
山
祇
神
・
高
寵

神
・
明
神
右
京
要
神

神
代
の
昔
、
明
神
右
京
が
日
向
国
高
千
穂
よ

り
こ
の
地
に
来
た
際
、
同
地
に
祀
ら
れ
て
い
る

高
殿
神
社
の
分
霊
を
持
参
し
て
こ
の
地
に
奉
祀

し
た
の
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

転
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
琴
平
に
参
拝
で
き
な
い
信
者
が
多
数
参

詣
す
る
。
縁
日
の
旧
一
〇
月
一
〇
日
に
は
、
素
人
大
相
撲
の
奉
納
が
行
わ
れ
盛
大
で

あ
っ
た
が
、
戦
後
は
子
供
相
撲
と
な
り
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
の
一
〇
景
と
し
て
里
村
暮
煙
・
水
田
夜
雨
・
土
城
夕
照
・
菅
峰
晩
鐘
・

長
谷
川
蛍
・
北
山
晴
嵐
・
高
野
秋
月
・
遠
伴
貴
賎
・
広
里
落
鳥
・
西
山
暮
雪
が
元
文

ゆ
え
、
明
神
右
京
の
霊
を
も
合
肥
さ
れ
て
お
り
、
縁
結
び
と
安
産
の
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
る
。

本
殿
・
拝
殿
・
土
蔵
が
あ
る
。
明
治
四
三
年
五
月
一
八
日
、
束
明
神
本
紀
に
あ
っ

た
村
社
三
島
神
社
を
合
社
し
て
祀
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
三
島
神
社
に
か
け
て
あ
っ

た
鰐
口
が
残
り
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
銘
に
は
、
『
大
日
本
予
州
浮
穴
郡
久
万

天満神社

金刀比羅神社

山
東
明
神
三
島
明
神
鰐
口
也
、
千
時
応
永
二
二

年
(
一
四
一
六
)
九
月
二
三
日
願
主
弥
五
郎
正
方

敬
白
』
と
あ
る
。

3

金
刀
比
羅
神
社

西
明
神
字
金
比
羅
山
三
九
八

お
お
も
の
増
し
の
み
こ
と

祭

神

大
物
主
命

元
文
五
年
(
一
七
四
〇
)
西
明
神
大
上
組
晃
光

寺
境
内
に
あ
っ
た
社
を
、
庄
屋
梅
木
弥
五
衛
門

が
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)
に
現
在
の
場
所
に
移

久万伊勢神宮

第
一
一
章

神
社
・
仏
閣

六
年
(
一
七
四
一
)
菅
原
陳
護
に
よ
っ
て
詠
わ
れ

た
。4

天
満
神
社

入
野
字
天
神
四
七
七

祭

神

菅
原
道
真
命

天
正
年
間
(
一
五
七
二
̃
九
二
)

に
肥
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
字
能
書
の
神
と
し
て
参

拝
者
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
九
年
ご
ろ
何
者
か

に
よ
っ
て
焼
か
れ
現
在
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

5

久
万
伊
勢
大
神
宮

久
万
町
大
字
久
万
町
五
〇
三

祭

神

天
照
皇
大
神
・
豊
受
大
神

創
立
年
月
は
不
詳
で
あ
る
が
、
中
世
以
来
、

伊
勢
信
仰
が
次
第
に
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ

『
御
師
』
が
滞
在
し
、
久
万
郷
一
円
に
神
宮
大

麻
を
頒
布
し
祈
穂
の
取
り
次
ぎ
と
し
た
。
最
近

ま
で

『
伊
勢
ヤ
』
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

ょ
っ
て
も
わ
か
る
。
当
時
既
に
社
殿
を
備
え
神

二
二
九
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宮
の
遥
拝
所
と
し
て
い
た
が
、
明
治
一
五
年
、
伊
勢
よ
り
天
照
皇
大
神
、
豊
受
大
神

の
分
霊
を
勧
請
し
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
明
治
初
年
以
来
、
神
宮
教
の
久
万
山
布

教
所
で
あ
っ
た
が
、
本
教
の
解
散
に
よ
っ
て
、
明
治
一
一
三
年
九
月
、
神
宮
奉
斎
会
久

万
支
部
と
し
て
開
設
発
足
し
た
。
こ
れ
も
昭
和
二
一
年
に
解
散
、
昭
和
三
〇
年
に
伊

勢
大
神
宮
と
し
て
設
立
し
今
日
に
至
る
。

6

三
島
神
社

大
字
菅
生
一
九
〇

い
か
づ
ち
の
か
み
∴
∴
た
か
お
の
か
み
∴
∴
お
お
す
す
の
み
こ
と

ご
な
ん
さ
ん
じ
ょ
か
み

祭

神

大
山
祇
神
・
雷

神
・
高
寵
神
・
大
雀
命
・
五
男
三
女
神
を
合
祀

大
宝
元
年
(
七
〇
一
)
、
時
の
文
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
菅
生
山
大
宝
寺
が
建
立

さ
れ
た
。
し
か
し
、
神
社
の
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
光
仁
天
皇
の
宝
亀
四
年
(
七
七
三
)
、

越
智
郡
大
三
島
よ
り
大
山
祇
神
社
の
分
霊
を
勧
請
し
、
久
万
山
並
び
に
太
田
山
(
小

田
郷
)

の
総
氏
神
と
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
り
北
条
時
頼
回
国
の
際
、
当
社
に
参
拝

し
、
帰
国
の
後
も
崇
仰
篤
か
り
し
と
伝
え
ら
れ
る
。
戦
国
時
代
は
大
除
城
主
・
大
野

直
昌
が
こ
と
の
ほ
か
尊
崇
し
、
神
輿
渡
御
は
白
か
ら
供
奉
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

総河内神社

二
三
〇

渾
な
様
式
を
残
す
も
の
と
し
て
昭
和
三
七
年
一

一
月
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

了

総
河
内
神
社

大
字
上
畑
野
川

祭

神

天
忽
穂
耳
尊
・
活
根
彦
根
尊
・
市
杵

島
姫
尊
・
天
穂
自
尊
・
熊
野
抒
樟

尊
・
天
津
彦
根
尊
・
瑞
津
嶋
姫

尊
・
田
心
姫
尊

社
伝
に
ょ
る
と
、
「
大
宝
元
年
(
七
〇
一
)
九

月
二
五
日
、
菅
生
山
大
宝
寺
建
立
あ
り
、
護
に
付
き
給
う
神
」
と
あ
る
。
棟
札
に
は

「
永
承
四

年
(
一
〇
四
九
)
一
二
月
初
吉
日
」
、
次
に

「
永
禄
二
年
(
一
五
五
九
)
、
宝
暦
一
一
年

(
一
七
六
一
)

二
月
一
八
日
、
火
災
全
焼
。
同
一
三
年
(
一
七
六
三
)
一
一
月
新
築
な

る
」

と
あ
る
。
元
来
は
旧
定
徳
寺
の
守
護
神
と
し
て
肥
ら
れ
て
い
る
。
金
刀
比
羅
宮

を
本
体
と
し
て
お
り
、
参
拝
者
が
多
い
。

三島神社

更
に
徳
川
時
代
に
は
、
松
山
藩
主
加
藤
嘉
明
の

重
臣
佃
十
戌
が
極
め
て
崇
敬
し
、
社
殿
の
大
改

修
を
な
し
た
。
当
社
は
久
万
郷
の
総
氏
神
で
あ

る
た
め
、
明
治
の
初
期
ま
で
は
旧
暦
九
月
一
八

日
の
大
祭
に
は
二
五
か
村
の
民
家
こ
と
ご
と
く

職
を
立
て
提
灯
を
と
も
し
て
奉
祝
し
た
と
い

う
。
現
在
は
、
一
一
月
一
、
二
日
を
大
祭
と
し

地
方
祭
が
行
わ
れ
る
。
拝
殿
(
単
層
入
母
屋
造

り
、
銅
板
葺
き
)

は
安
土
桃
山
時
代
の
壮
麗
雄

住吉神社

8

住
吉
神
社

大
字
下
畑
野
川

う
ね
つ
つ
の
お
の
か
み
∴
∴

な
か
つ
つ
の
お
の
か
み

そ
こ
つ
つ
の

祭

神

表
筒
男
神
・
中
筒
男
神
・
底
筒

男
神
・
息
長
疋
姫
命

こ
の
神
社
は
、
天
正
年
間
(
一
五
七
二
)
に
大

野
直
昌
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
。
社
記
に
よ
る

と

「
数
百
年
前
大
阪
堺
の
神
官
当
住
吉
神
社
の

神
霊
を
奉
じ
て
上
畑
野
用
字
岩
川
組
に
来
た
時
、

病
に
躍
っ
て
東
浦
の
小
さ
い
石
上
に
憩
い
し
と



こ
ろ
、
隣
家
で
あ
る
山
内
吾
郎
右
衛
門
の
祖
先
気
の
毒
に
思
い
か
い
ほ
う
を
し
た
が

遂
に
病
死
し
た
。
後
神
霊
を
古
戸
神
と
崇
め
肥
り
そ
の
後
現
在
地
に
遷
宮
し
た
」

と

あ
る
。
「
天
文
一
六
年
(
一
五
四
七
)
、
住
吉
大
明
神
舞
殿
道
立
再
建
」
と
書
い
た
標
札

が
現
存
す
る
。

9

五
社
神
社

大
字
直
瀬

祭

神

だ
ら
し
な
か
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

は
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

お
き
な
か
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

ひ
め
の
お
お
か
み
∴
∴
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

足
仲
彦
命
・
誉
田
別
命
・
息
長
足
姫
命
・
姫
大
神
・
猿
田
彦
命
・

素
霊
場
命
・
稲
田
暖
命

社
伝
に
よ
る
と
、
「
自
負
八
幡
と
称
し
て
、
肥
っ
て
あ
る
の
は
浮
穴
郡
北
番
直
瀬

村
に
鎮
座
有
る
と
こ
ろ
で
、
現
今
の
五
社
大
明
神
の
御
殿
内
に
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

天
正
二
年
(
一
五
七
三
)
秋
、
小
倉
丹
後
守
直
政
当
処
を
守
っ
て
い
る
時
、
固
守
河
野

屋
形
の
命
を
受
け
て
伊
予
・
土
佐
の
国
境
に
接
近
す
る
小
田
山
、
笹
ケ
峠
に
お
い
て

土
州
長
岡
城
主
長
曽
我
部
宮
内
小
輔
泰
元
親
と
激
戦
、
そ
の
際
こ
の
八
幡
宮
の
御
神

体
を
背
に
負
い
毎
日
戦
い
に
勤
め
高
名
を
顕
わ
し
た
。
こ
こ
に
よ
っ
て
自
負
の
号
を

八幡神社

四
年
(
一
六
二
七
)

二
月
、
官
命
に
よ
っ
て
再

建
。
当
村
の
氏
神
と
し
て
今
日
に
至
る
。

1 

〇

八
幡
神
社

大
字
直
瀬
甲
五
二
六
一

祭

神

足
仲
彦
命
・
誉
田
別
命
・
息

長
足
姫
命
・
相
殿
溝
津
姫
命
・

田
心
比
貴
命
・
市
杵
島
暖
命
・

外
六
〇
余
神

神
社
縁
起
に
よ
る
と
三
女
神
は
延
暦
二
三
甲

五社神社

唱
え
称
し
た
。
後
直
政
居
城
館
の
西
三
町
を
隔

て
る
土
居
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
へ
一
両
を
建
立
、
自

負
八
幡
宮
と
し
て
奉
配
し
た
。
ま
た
本
殿
に
は

四
所
明
神
と
呼
ぶ
古
社
が
あ
っ
た
が
天
正
一
八

年
(
一
五
八
九
)
に
官
命
に
よ
っ
て
右
の
神
々
と

一
社
に
合
同
し
た
。
よ
っ
て
こ
の
時
か
ら
五
社

神
社
と
社
号
を
改
め
た
。
文
禄
二
年
(
一
五
九

三
)
八
月
二
七
日
、
直
政
浸
す
。
寛
永
三
年
(
一

六
二
六
)
一
〇
月
、
社
殿
等
悉
く
焼
失
。
同

第
一
一
章

神
社
・
仏
閣

申
年
(
八
〇
四
)
六
月
一
五
日
、
安
芸
国
佐
伯
郡
厳
島
よ
り
勧
請
す
る
。
六
〇
余
神

は
神
色
五
戊
辰
年
(
七
二
人
)
九
月
二
三
日
、
天
神
七
代
、
地
神
五
代
、
一
七
神
等
固

守
河
野
氏
に
よ
っ
て
紀
伊
国
熊
野
宮
よ
り
勧
請
さ
れ
る
。
国
中
二
六
の
中
、
八
幡
神

社
は
建
久
三
壬
子
年
(
一
一
九
二
)
人
月
一
五
日
、
山
城
国
男
山
八
幡
宮
よ
り
固
守
河

野
冠
者
伊
予
守
通
俊
公
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
る
。
国
中
二
二
社
の
中
、
天
正
一
八
己

丑
年
(
一
五
八
九
)
合
社
八
幡
神
社
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
あ
り
、
国
碑
に
は
、

「
大
昔
、
大
和
か
ら
八
幡
神
社
を
勧
請
し
鴬
巣
に
祭
り
、
後
下
直
瀬
古
殿
に
遷
宮
、

更
に
現
在
地
に
移
す
」

と
あ
る
。
国
家
鎮
護
・
産
子
繁
栄
・
五
穀
成
就
の
神
等
で
あ

る
。
ま
た
、
武
の
神
と
し
て
特
に
勝
負
に
関
係
の
あ
る
人
々
が
崇
め
て
い
る
。
地
鎮

祭
と
い
っ
て
旧
三
月
三
日
は
に
ぎ
わ
い
村
芝
居
が
開
か
れ
る
。

‖

十
二
社
神
社

大
字
霧
降
乙
三
九
九

祭

神

熊
野
権
現
ほ
か

神
社
縁
起
は
不
明
。
ず
い
ぶ
ん
古
い
時
代
か
ら
、
病
気
平
癒
や
災
難
除
け
と
し
て

二
三
一
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化十二社神社大元八幡神社

地
域
住
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
現
在
の
社

殿
は
、
明
治
時
代
に
神
社
を
整
理
し
た
と
き
に

造
営
し
た
も
の
で
あ
る
。
縁
日
は
一
一
月
四

日
o

1 

2

八
幡
神
社
(
大
元
八
幡
)

大
字
露
峰
大
元
森

祭

神

田
心
姫
命
・
瑞
津
姫
命
・
市
杵
島

姫

命
・
誉
田
天
皇
・
大
帝

姫

命
・
合
肥
・
天
菅
穂
積
命

社
記
に
よ
る
と
、
崇
唆
天
皇
の
御
宇
庚
戌
三

年
(
五
九
〇
)
人
月
一
五
日
、
自
筑
紫
胸
肩
官
国

司
中
子
宿
禄
益
窮
に
よ
っ
て
遷
宮
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
そ
の
後
、
保
延
乙
卯
元

年
(
一
三
一
五
)
八
月
一
五
日
、
山
城
国
、
岩
清

水
八
幡
宮
か
ら
国
主
河
野
仔
市
守
親
清
に
よ
っ

て
遷
宮
さ
れ
、
国
中
二
六
社
の
一
社
と
し
て
建

立
さ
れ
た
と
あ
る
。
毎
年
、
夏
の
土
用
と
旧
八

月
二
日
に
は
氏
子
が
集
ま
る
。
土
用
は
農
作
物

三訪神社

二
三
二

祭
神

大
山
祇
神
ほ
か

神
社
縁
起
は
不
明
。
大
昔
、
獣
に
山
林
や
田

畑
を
荒
ら
さ
れ
て
困
り
果
て
た
地
域
住
民
が
、

山
の
神
と
し
て
小
田
深
山
に
肥
ら
れ
て
い
た
ご

祭
神
を
、
「
当
地
域
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
な
ら

勧
話
し
ま
す
」
と
願
を
か
け
、
そ
の
願
い
通
り

に
深
山
か
ら
遷
宮
し
、
三
訪
神
社
と
改
め
、
五

穀
豊
穣
の
神
と
し
て
肥
っ
た
も
の
で
あ
る
。
社

殿
は
、
明
治
四
一
年
に
造
宮
し
な
お
し
た
。
ま

転
し
て
い
る
。
祭
日
は
一

1 

4

御

調

神
社

た
、
学
校
敷
地
等
の
関
係
か
ら
境
内
を
三
度
移

一
月
四
日
で
あ
る
。

大
字
父
野
川
字
馬
野
地

祭

神

倉
稲
魂
神
・
保
食
神
・
雅
霊
神
、
天
正
一
八
年
、
次
の
神
を
合
祀
し
た
。
来
名

戸
祖
神
・
級
長
津
彦
神
・
級
長
戸
辺
神
・
伊
弊
諸
神
・
伊
弊
冊
神
・
天
満
尊
・

天
照
皇
大
神
・
月
夜
見
神
・
大
日
霊
貴
大
己
貴
命
・
少
名
彦
命

創
立
年
月
日
は
明
ら
か
で
な
い
が
古
い
社
で
あ
る
。
毎
年
八
月
一
五
日
に
お
こ
も

の
豊
穣
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
、
旧
八
月
一
一
日
に
は
そ
の
御
礼
と
し
て
酒
を
持
参

し
祭
典
を
催
し
た
。
近
郷
近
在
か
ら
の
参
拝
者
や
相
撲
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
現
在
も
毎

年
子
ど
も
相
撲
が
開
か
れ
て
い
る
。
獅
子
舞
い
等
も
出
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

1
3

三
訪
神
社

大
字
霧
降
乙
七
〇
八
-
一

御調神社

り
を
行
う
。

昭
和
三
九
年
に
神
社
境
内
の
杉
・

桧
だ
け
を
残
し
て
、
他
の
雑
木
を
全

部
伐
採
し
た
の
で
、
社
殿
は
明
る
く

な
っ
た
。



葛城神社

1
5

葛

城
神
社

大
字
二
名
字
永
田
ノ
森

祭

神

ひ
二
重
補
・
鱗
球
弼
命
・
鵬
銀
離

ひ
こ
ね
の
か
み
∴
∴
お
お
じ
ん
て
ん
の
う

す
が
ね
ら
み
ち
ざ
ね
の

彦
根
神
・
応
神
天
皇
・
菅
原
道
真

命

社
記
に
よ
る
と
、
「
天
武
天
皇
の
御
宇
朱
鳥

元
丙
戌
年
(
六
八
六
)
国
司
散
伍
伊
予
守
中
子

宿
祢
玉
輿
は
、
大
和
国
蔦
城
山
か
ら
役
の
小
角

を
伊
予
国
に
迎
え
、
深
山
原
野
、
人
の
住
居
な

七
一
七
)

三
月
一
〇
日
、
金
刀
比
羅
宮
を
遷
宮
し
て
福
徳
の
神
と
し
て
肥
る
。
嘉
永

元
年
(
一
八
四
八
)

二
月
、
社
殿
を
改
築
し
た
。
明
治
六
年
の
定
格
と
と
も
に
金
刀
比

羅
神
社
と
改
め
ら
れ
た
。
明
治
四
二
年
四
月
、

が
合
社
さ
れ
た
。

1 

7

河
上
神
社
(
葛
城
神
社
末
社
)

大
字
二
名
字
上
厚

八
坂
神
社
・
天
満
神
社
・
八
幡
神
社

神

素
藷
鳴
命

き
地
を
伐
り
開
き
移
民
の
法
を
設
け
て
、
往
時
よ
り
祀
っ
て
い
た
饉
宮
二
名
古
社
と

称
す
る
饉
速
日
命
を
祀
る
」
と
あ
る
o
古
社
へ
は
同
じ
く
ひ
三
軍
蒲
・
鵬
銀
離
揆

根
神
を
遷
宮
し
て
こ
の
鎮
護
の
神
と
し
て
祀
る
。
後
鳥
羽
天
皇
の
建
久
三
年
(
一
一

九
二
)

八
月
一
五
日
、
国
守
河
野
伊
予
守
通
俊
は
山
城
国
男
山
八
幡
宮
を
勧
請
し
て

国
中
二
二
社
を
祀
り
応
神
天
皇
を
祭
神
と
し
た
。
そ
の
後
、
後
土
御
門
天
皇
の
文
明

三
年
(
一
四
七
一
)
九
月
、
菅
公
の
霊
を
京
都
北
野
天
満
宮
よ
り
勧
請
し
て
祀
っ
た
。

本
殿
・
中
殿
・
拝
殿
・
神
領
所
等
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

1 

6

金
刀
比
羅
神
社

河上神社

享
保
八
年
(
一
七
二
三
)
京
都
祇
園

か
ら
牛
頭
天
王
の
分
霊
を
勧
請
し
、

牛
頭
天
王
と
称
し
悪
病
除
の
神
と
し

て
奉
祀
し
て
い
た
が
、
嘉
永
六
年

(
一
八
五
三
)
八
月
、
水
害
の
た
め
流

失
し
た
。
そ
こ
で
、
元
の
地
よ
り
上

金刀比羅神社

大
字
二
名
字
中
条

お
お
も
の
増
し
の
み
ご
と

か
な
や
ま
ひ
こ
の

祭

神

大
物
主
命
・
金
山
彦

命
・
大
己
貴
命
・
菅

原
道
真
命
・
素
蓋
鳴

命

口
碑
に
よ
る
と
、
享
保
二
年
(
一

第
一
一
章

神
社
・
仏
閣

手
の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
て
祀
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
四
月
、
社
号
を
河
上
神

社
と
改
称
し
た
。
本
殿
・
拝
殿
が
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
に
、
明
治
三
九
年
に
出
さ
れ
た
勅
令
に
よ
り
、
四
〇
年
代
に
お
宮
が

整
理
統
合
さ
れ
、
そ
の
際
廃
止
さ
れ
た
も
の
が
各
地
域
に
あ
っ
た
。
統
合
さ
れ
た
た

め
に
、
そ
の
ご
神
体
は
な
い
が
お
宮
の
敷
地
や
建
物
が
残
り
、
お
堂
と
し
て
今
な
お

そ
の
集
落
に
存
在
し
て
お
り
、
人
々
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。

ま
た
、
俗
信
的
な
も
の
や
講
と
い
っ
た
形
態
を
も
つ
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
風

習
を
交
え
な
が
ら
、
そ
の
大
略
を
記
し
て
お
き
た
い
。
調
査
不
十
分
な
部
分
も
あ
る

か
と
思
う
が
、
ご
寛
容
い
た
だ
き
た
い
。

二
三
三
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俗
文
化

二

地
域
独
特
の
も
の

明

神

天 天 龍 
行 満 満 神 

’神 六官 社 
社 十 

事 余 
尊 

入 東 東 

所 在 地 

野 樅明 縦明 
ノ 神 ノ 神 
木 木 

セ 明村 ソ 先河 祭 で し 余 と 祭 し て 時所 

内 容 

昭 ラ 治民 ノ ノ 野祭礼七あた六等 し菅い菅菅 日、いはの 口知 
和ル初、 後霊旗神を月 る も十 と て原だ原原 と 雨た代雨雪碑多 」 

年城 徳下は行 ○の余合挿巳道も道道 し乞 o官乞ごや津 
九 と 山天 ヲ 梅菅 っ だ尊祀しっ真の異臭て い早‡所い棟美 
年あ御 ノ 正数木原て 日 そば して はで と と 肥祈魅勅、祈札神 

にる改麓年慕但這いと 羅羅 失ノ社二、守で〇一 ヽ 

口語塁三豊と或 ち 

とて 

月 岡境シこ、居と が外テニ奉城「日 るト仰城七時吉日 

日参烹理。代 
を籠ろし当官 

秋 葉 行 
神 
社 

事 

東 

所 在 地 

明 

野神 
地 

で お は の の し っ る て だ 

内 容 

組堂玉 ご地秋て て元祭 
o

い
○ 

内で串神域葉 し い禄神 る 小 
の の を体で神 ま た二は 石 さ 

各読さ はな社 っ と 年秋 灯な 
戸経 さ木 く ま た こ に葉 籠石 
をのげ像な り。ろ遷権 が段 
回後、の つ分そ、座現 と 

り は般立た霊の次 し で 往嘉 
若像 と した 々 たあ 時永 

災般心だ い勧め と も る を 二 
難若経そ う 請、火の ○ 

し年 
除心を う し昭災で の ( 
け経唱で た和があ ば一 
の を え、 〇三起 る 世 人 
祈細 る

一 そ七 り が る 四 

願め こ 月 れ年、“ も 九 
をた と 八 以に-後 の

) 

す箱に 自 陣改七に と に 

る を し の 火め軒祭 な奉 
oかて祭 災て も 礼 つ納 
つ い礼 は高燐を て さ 

いるに こ知失怠 
○ 

い れ 

新
四
国

八
十
人
か
所

大
正
の
こ
ろ
、
西
森
寅
吉
と
梅
本
音
吉
が
主
と
な
っ
て
、

旧
久
万
と
明
神
地
域
に
開
山
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
国
八
十
八
か
所
を
巡
拝
す
る
と
い
う
信
仰
形
態
は
、
古

く
か
ら
あ
り
、
特
に
若
い
娘
さ
ん
の
嫁
入
り
の
条
件
に
さ
え

な
っ
て
い
た
地
方
も
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
健
康
に
自
信
の
な
い
人
や
高
齢
者
、
ま
た
経

済
的
に
余
裕
の
な
い
人
な
ど
に
と
っ
て
は
、
困
難
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
々
の
願
い
に
応
え
よ
う
と
開
か
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
〇
年
の
終
戦
を
境
に
、
こ
う
し
た
信
仰
も
す
た
れ

て
し
ま
っ
た
。
昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
壮
年
会
を
中
心

に

「
久
万
山
新
四
国
」

の
発
掘
の
気
運
が
高
ま
り
、
五
四
年

に
は

「
久
万
山
新
四
国
の
道
し
る
べ
」
が
発
行
さ
れ
る
に
到

っ
た
。
こ
の
発
掘
調
査
に
は
、
久
万
町
壮
年
会
明
神
分
会
や

野
尻
の
明
友
会

(
老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
)

が
主
と
し
て
活
動



青
木
大
明
神

牛
頭
天
王

自
助
地
蔵
尊

十
七
夜

久
万

曙
二

野
尻

下
野
尻目

切

菅
生

し
た
。
五
九
年
三
月
に
は

「
久
万
山
新
四
国
巡
拝
案
内
図
」

が
、
久
万
町
壮
年
会
明
神
分
会
の
手
で
発
刊
さ
れ
る
に
至
っ

た
。

三
坂
峠
か
ら
中
野
村
、
下
野
尻
と
、
そ
の
肥
ら
れ
て
い
る

地
域
が
広
範
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
明
神
の
皿
木
奥
の
地

獄
谷
な
ど
の
険
し
い
地
形
の
所
な
ど
が
あ
り
、
昔
か
ら
、
一

泊
二
日
の
行
程
で
あ
っ
た
と
い
う
。

戦
国
時
代
に
長
曽
我
部
の
軍
が
伊
予
に
攻
め
寄
せ
た
。
そ

の
と
き
戦
死
し
た
武
将
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
祀
っ
て
あ

る
場
所
が
、
伊
予
鉄
バ
ス
の
久
万
営
業
所
の
屋
敷
内
だ
っ
た

の
で
、
他
の
場
所
へ
移
転
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
っ
た
。

が
、
そ
の
意
見
の
先
達
を
し
て
い
た
人
が
急
死
し
た
の
で
、

「
こ
れ
は
青
木
大
明
神
の
お
怒
り
じ
ゃ
」

と
か
、
「
あ
の
元

気
だ
っ
た
人
が
急
に
狂
い
死
に
を
し
た
の
は
青
木
大
明
神
の

た
た
り
じ
ゃ
」

と
か
い
う
声
が
出
だ
し
て
、
移
転
す
る
話
は

や
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
も
八
月
最
後
の
日
曜
日
を
祭
礼

の
日
と
し
、
子
ど
も
相
撲
を
奉
納
し
て
い
る
。

厄
除
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
旧
の
六
月
二
七
、
二

八
日
を
祭
礼
日
と
し
て
近
所
の
人
や
組
内
の
人
が
お
詰
り
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
七
月
中
に

「
お
緩
り
」

も
行
わ
れ
て
い

る
。地

蔵
尊
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
祀
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

四
国
新
道
が
完
工
す
る
ま
で
は
、
久
万
川
沿
い
の
田
ん
ぼ
の

細
道
の
そ
ば
に
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
五
年
(
一
八
九

二
)

四
国
新
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参
拝
者
が
増
え

た
。
そ
の
た
め
現
在
地
に
近
い
岩
陰
へ
移
し
た
。
さ
ら
に
、

国
道
三
三
号
線
の
改
修
に
よ
っ
て
現
在
地
(
下
野
尻
の
町
外

れ
、
新
旧
国
道
三
三
号
線
が
出
合
う
所
)
へ
移
し
た
の
で
あ
る
。

地
元
で
は

「
お
日
切
り
さ
ん
」

と
い
っ
て
親
し
ま
れ
て
お

り
、
日
を
限
っ
て
願
を
こ
め
る
と
、
霊
顕
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

大
宝
寺
の
縁
日
で
、
戦
前
ま
で
は
、
菅
生
地
域
の
青
年
団

神
明
神
社

耳
殿
神
社

淡
島
神
社

人
面
神
社

牛
頭
天
王

大
元
神
社

北
村

北
村

レ
し
寸

」
i
イ
去
年

中
組

員
が
、
観
音
縁
日
の
旧
六
月
一
七
日
に
、
三
二
灯
範
を
寄
進

勧
進
し
、
大
宝
寺
の
参
道
に
立
っ
て
、
身
体
健
全
、
無
病
息

災
を
祈
願
し
て
い
た
。
ま
た
、
集
ま
っ
た
若
い
人
た
ち
は
力

自
慢
を
競
い
合
い
、
境
内
に
あ
る
石
を
持
ち
上
げ
「
力
競
い
」

に
興
じ
た
り
し
た
。

祭
礼
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
神
輿
が
あ
る
。

大
正
時
代
の
大
草
魅
の
と
き
な
ど
に
は
、
久
万
川
の
牝
瀞
で
、

川
の
底
上
げ
を
し
て
雨
乞
い
を
祈
願
し
て
い
た
。
夏
祭
り
と

秋
祭
り
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
久
万
地
方
の
日
と
同
じ
で
あ

る
。祭

神
は
不
明
。
で
も
、
耳
の
痛
い
を
も
つ
人
た
ち
が
、
今

も
と
き
お
り
お
参
り
に
来
て
、
耳
の
痛
い
が
な
お
り
ま
す
よ

う
に
と
、
お
祈
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
も
夏
祭

り
と
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ご
神
霊
は
淡
島
さ
ま
だ
と
い
う
。
婦
人
病
に
霊
顕
が
あ
る
と

い
う
の
で
、
婦
人
の
お
参
り
が
多
い
そ
う
だ
。
毎
月
三
日
が

縁
日
で
、
こ
の
日
は
女
の
人
が
頭
に
つ
け
る
髪
飾
り
を
持
っ

て
お
参
り
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

悪
い
病
気
を
な
お
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
六
月
に

は
各
戸
か
ら
一
名
ず
つ
集
ま
っ
て

「
お
こ
も
り
」

を
し
て
い

る
そ
う
だ
。
こ
の
日
は
、
町
内
会
の
代
表
者
が
組
内
の
者
か

ら
寄
附
を
集
め
、
酒
さ
か
な
を
用
意
し
て
の
行
事
と
な
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

大
宝
寺
山
内
に
祀
っ
て
あ
る
。
お
正
月
の
月
、
一
五
日
ま

で
に
幼
児
が
お
参
り
す
る
と
、
そ
の
年
は
夏
の
痛
い
に
か
か

ら
な
い
と
い
わ
れ
、
正
月
の
一
五
日
ま
で
は
、
幼
児
を
連
れ

た
参
拝
者
が
多
い
。

三
島
神
社
の
分
霊

菅
生
の
三
島
神
社
の
遥
拝
所
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ご
神
体
は
木
像
で
、
夏
祭
り

(
七
月
一
八
日
)

と
秋

祭
り
が
あ
る
。

第
一
三
早

神
社
・
仏
閣

二
三
五
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事 

槙 

所 在 地 

谷 

が 日 二二 神 の て正 ら 

内 容 

と の月 社後合一建大祭 
り 秋一 と 享祀八速宝神 
行祭五改保 し年須元は 
わ 日 め二、(佐年、 
れ 一のた年牛一之(建 
て ニ春 o(頭五男七速 
い月 祭 一天九命○須 
る 

ヽ 

七王○を一佐 
o 五七 一

ノ ∵勧)之 

三三三三三 日月 の一 祭日 
四 - 転な天称出あ 
回月 し っ王 し雲る 
は 一 た を た の

○ 

お 目 素 ○迎 ○国 
祭ニ 鷲そ え天か 

直

瀬

渦
脇
八
幡

下
畑
野
川

上
田

祭
神
は
、
上
畑
野
川
の
総
河
内
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

当
社
は
、
河
ノ
内
の
集
落
が
形
成
さ
れ
た
当
時
に
創
設
さ
れ

た
も
の
で
お
る
。
明
治
の
神
社
統
廃
合
に
ょ
り
、
そ
の
祭
神

が
総
河
内
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ご
神
体
は
な

く
て
も
、
組
内
の
者
(
氏
子
)

で
社
殿
を
修
復
し
、
現
在
も

守
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
縁
起
絵
巻
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

七
月
一
日
と
一
二
月
の
一
三
日
に
は
祭
礼
も
行
わ
れ
て
い
る
。

関
ケ
原
の
合
戦
に
出
陣
し
た
上
田
組
の
若
い
衆
を
祀
っ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

関
ケ
原
の
合
戦
の
際
、
松
山
藩
の
兵
隊
集
め
に
、
上
田
組

の
若
い
衆
に
『
元
気
で
帰
っ
て
来
た
ら
、
上
田
組
の
い
ち
ば

ん
い
い
畑
を
や
る
か
ら
、
行
っ
て
く
れ
』
と
頼
ん
で
行
っ
て

も
ら
っ
た
。
若
い
衆
が
元
気
で
帰
っ
て
き
た
の
に
、
組
の
人

た
ち
は
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ば
か
り
か
、
組
の
人

た
ち
は
総
が
か
り
で
、
そ
の
若
い
者
を
な
ぶ
り
殺
し
に
し
て

し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
上
田
組
に
疫
病
が
大
流
行
し
、
困
っ
た
組
の
人
々

五
社
神
社

金
比
羅
さ
ん

三
訪
さ
ん

上
直
願

房
代
野

上
直
瀬永

子

上
直
瀬中

絶

上
垣
減車

組

明
治
の
神
社
統
合
に
よ
り
、
上
直
瀬
の
五
社
神
社
へ
ご
神

体
は
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
合
祀
、
移
転
と
な
っ
て
も
社
は
残

っ
て
お
り
、
房
代
野
の
組
内
で
は
七
月
一
五
日
に
は
職
を
立

て
祭
礼
を
行
っ
て
い
る
。

明
治
の
神
社
統
廃
合
に
よ
り
、
上
直
瀬
の
五
社
神
社
に
合

祀
さ
れ
た
が
、
も
と
も
と
は
、
大
山
し
ず
め
と
し
て
大
山
祇

神
社
よ
り
分
神
を
肥
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
七
月

二
五
日
に
は
、
氏
子
(
永
子
組
内
の
者
)

が
蛾
を
立
て
祭
礼

を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
お
宮
も
ご
神
体
は
上
垣
瀬
の
五
社
神
社
に
合
祀
さ
れ

て
い
る
。
が

「
あ
ん
」

と
い
う
小
さ
な
集
落
の
人
々
が
現
在

も
毎
月
一
日
と
一
〇
日
の
日
に
は
お
ま
い
り
を
し
、
あ
ん
の

守
り
神
と
し
て
、
そ
の
ほ
こ
ら
を
守
っ
て
い
る
。

旧
直
瀬
村
に

「
勝
山
城
」

と
い
う
、
大
除
城
(
久
万
町
菅

生
樫
ノ
沢
に
あ
っ
た
)

の
出
城
が
あ
っ
た
。
そ
こ
の
城
主
、

鳥
越
左
門
豊
祇
(
広
島
の
人
)
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今

は
建
て
物
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
行

事
は
、
中
組
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

盆
の
一
四
日
に
は
、
鳥
越
左
門
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
各

戸
か
ら
一
人
ず
つ
、
タ
イ
マ
ツ
を
と
も
し
て
そ
の
お
墓
に
集

ま
り
、
お
念
仏
を
あ
げ
る
。
(
現
在
の
火
祭
)

そ
の
と
き
に

使
う
鐘
(
タ
タ
キ
鐘
)

に
は
、
次
の
よ
う
な
銘
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

宝
永
八
年

卯
年
二
月

室
町
住

出
羽
大
塚
宗
味
作
、

施
主

伊
与
松
山
浮
穴
郡
久
万
山
内
直
瀬
村
中
寄
進
、



須
我
神
社

堂
山
神
社

下
直
瀬駄

馬

下
直
瀬

一
ノ
谷

下
直
瀬中

通

願
主

心
坊

鐘
の
他
に
太
鼓
と
大
き
な
念
珠
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
勝
山
城
は
、
大
除
城
三
二
番
の
出
城
の
う
ち
の
一
六

番
目
の
出
城
で
あ
る
。

祭
神
は
牛
頭
天
王
と
素
霊
場
命
、
稲
田
姫
命
だ
と
い
わ
れ

る
。
天
王
さ
ん
と
も
い
わ
れ
、
一
月
の
三
日
に
は
駄
馬
組
の

人
々
が
集
ま
っ
て
、
一
年
間
の
安
全
祈
願
を
行
っ
て
い
る
。

す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
る
直
瀬
川
の
龍
宮
渕
の
龍
神
を
祀
っ
た

も
の
で
あ
る
。
大
水
が
出
た
り
、
日
照
り
の
と
き
な
ど
に
、

地
域
の
人
々
が
祈
願
を
こ
め
る
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
渕
に
は
白
蛇
が
住
ん
で
お
り
、
金
物
を
嫌
う

と
い
わ
れ
、
渕
に
金
物
を
入
れ
る
と
大
雨
が
降
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

祭
神
は
摩
利
子
天
と
金
山
彦
命
、
天
村
雷
神
、
猿
田
彦
命

の
四
柱
だ
と
い
う
。
元
吉
久
の
丘
の
上
に
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
の
社
殿
が
寛
政
元
̃
二
年
(
一
七
八
九
̃
九
〇
)

に
造
営
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
に
遷
宮
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

古
来
よ
り
勝
負
の
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
お
り
、
戦
時

中
は
戦
勝
祈
願
に
訪
れ
る
人
も
多
く
、
出
征
軍
人
は
必
ず
武

運
を
祈
り
に
お
参
り
を
し
た
と
い
う
。
今
で
も
選
挙
の
時
に

当
選
祈
願
に
来
る
人
が
い
る
そ
う
だ
。
現
在
は
、
一
二
月
四
・

五
日
に
冬
祭
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
日
は
子
供
相
撲
が
奉

納
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
の
こ
ろ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
大
山
祇
神
社
か
ら
、
大

山
鎮
め
と
し
て
分
神
を
お
祀
り
し
て
い
た
。
現
在
は
大
元
さ

ん
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
現
在
も
山
ノ
神
祭
と
称
し

て
、
一
月
に
は

「
山
の
口
あ
け
」

に
、
山
林
作
業
の
安
全
と

山
林
火
災
の
防
止
を
願
う
祈
願
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

幽
谷
祭
り

下
畑
野
川

上
田

第
一
一
章

神
社
・
仏
閣

祭
神
は
牛
頭
天
王
で
、
ご
神
体
は
一
尺
ほ
ど
の
木
の
坐
像

で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
葛
城
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

小
さ
な
詞
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
〇
年
頃
に
現
在
の
お
堂

を
建
立
し
た
。
昔
は
子
ど
も
た
ち
が
よ
く
境
内
で
遊
び
た
わ

む
れ
、
人
々
か
ら
も

「
小
袖
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
て
い
た
そ

う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
石
鎚
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
に
お
よ
び
、
畑
野
川

の
石
鎚
信
者
に
よ
っ
て
、
金
属
の
ご
神
体
三
体
が
祀
ら
れ

た
。

こ
の
お
堂
は
四
国
遍
路
が
よ
く
寝
泊
ま
り
を
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
遍
路
が
持
ち
出
し
た
も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、

さ
き
の
三
体
の
ご
神
体
の
う
ち
二
体
が
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
残
り
の
一
体
を
永
仁
寺
に
移
し
、
管
理
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

年
に
一
度
、
農
閑
期
に

「
お
籠
り
」

が
行
わ
れ
る
。
お
緩

り
の
世
話
は
輪
番
制
で
当
番
が
決
ま
っ
て
お
り
、
当
日
は
牛

頭
天
王
と
石
鎚
神
社
の
臓
を
立
て
、
酒
は
組
が
用
意
し
、
料

理
は
各
自
持
ち
寄
り
と
な
っ
て
い
る
。

一
七
八
〇
年
こ
ろ
に
、
宇
和
島
か
ら
、
幽
谷
上
人
と
い
う

方
が
来
ら
れ
て
、
こ
の
地
で
入
定
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。境

内
に
は
仏
体
や
墓
石
、
位
牌
、
阿
弥
陀
堂
、
行
場
、
念

仏
を
刻
ん
だ
石
一
〇
数
墓
が
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
こ
ろ
は
、

だ
れ
が
奉
納
し
た
の
か
鉄
の
大
き
な
錫
杖
と
高
下
駄
も
あ
っ

た
。
が
、
こ
の
二
つ
は
い
つ
の
ま
に
か
な
く
な
っ
て
い
た
。

上
人
は
、
自
分
の
死
が
近
い
こ
と
を
知
る
や
、
阿
弥
陀
堂

の
床
を
掘
り
、
自
ら
は
そ
の
穴
の
中
に
入
り
、
村
人
に
上
を

小
さ
な
空
気
穴
一
つ
あ
げ
て
、
あ
と
は
全
部
ふ
さ
い
で
も
ら

っ
た
。
そ
し
て

「
こ
の
鐘
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
ら
、

定
に
入
っ
た
と
思
っ
て
く
れ
」

と
言
い
残
し
た
と
い
う
。
穴

の
中
に
こ
も
っ
て
二
一
日
目
に
鐘
の
音
が
ピ
タ
リ
と
止
ん
だ

と
い
う
。

二
三
七
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魔‡鬼寄っ上と るたま 
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内 容 

は大のよ。」 入ワ集にワのりて田祈雫oこた 轟彊 」 

菓"臆-」∴∴」∴:言下墨〇㍍ 

∴∴∴∴∴∴∴丁∴ 

ノ∴ 

ー 

∵∴ ナ 避 ∴ ! 

∴∴ 轟 

衆議 鬱灘 

ノ∴∴∴∵ 享 

∴ 

8 … 

∴∴ 翳 

言 ∴∴ 繋 

/子 

湊音音‾ ♀ 

∴ そ ∴ ∴辛 議 

幽谷上人に入定の地 oしすあ強、とに人 が」祈火 
て の ろ い こ い、の 治 と 願災 

で ○の の う ご迫 り いを除喜 
そ あだだ よ o馳善 ま っすの 
の ろ かそ う 走供 すて る祈き 
集 ○ら」に を養 よ、人蒔き 
落 こ、と 大 特を う 足も を 

厄 
倍 落 

行 事 

申 し 

町 町 

所 在 地 

内 内 

全 全 
域 域 

除浮け瞳のウ事の
習路を人て六 をあく上ツに切三かまの紙が節一 男 残しん つの古一 ●照。墨 

嘉園田は ’克也 

内 容 

す っ oにゲち株番だ、交にい分歳子て- く 月 

る て 田煎いのなで斐号町差包 る にがはい環かの ’‾絡’‾・圃場音 誉。、 臆 
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念
仏
講

地
蔵
講

終
戦
前
は
町
内
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
よ
う
だ
。
が
、
最
近

は
数
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
辻
や
直
瀬
の
一
部
、
父
二
峰
の

一
部
に
、
そ
の
風
習
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
行
事
も
落
合
が
伝
統
を
守
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
年
に

三
回
、
落
合
の
組
内
各
戸
一
名
以
上
が
参
加
し
、
念
仏
を
唱

え
る
。
こ
の
な
ら
わ
し
も
す
た
れ
て
い
っ
た
も
の
の
一
つ
で

あ
る
。

昔
は
早
魅
の
と
き
に
、
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
」
局
い
山
の

上
や
高
台
で
、
草
や
木
を
刈
り
集
め
、
雨
の
降
る
こ
と
を
祈

っ
て
火
を
た
い
て
た
。
現
在
は
全
く
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。

職
と
な
る
。
現
在
第
三
世
山
田
健
郎
住
職
が
護
持
し
て
い
る
。
か
つ
て
明
神
地
区
に

は
、
新
見
堂
・
西
の
新
坊
・
更
城
寺
・
普
西
寺
・
見
光
寺
・
報
恩
寺
・
観
音
堂
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

三

仏

1

高

山

寺

大
字
東
明
神
二
三
五

真
宗
大
谷
派
東
本
願
寺
末

閣
獅
声
山
高
山
寺

本
尊

阿
弥
陀
如
来

江
戸
時
代
初
期
よ
り
開
山
し
た
ら
し
い
が
、

万
延
元
年
(
一
八
六
〇
)
八
月
、
大
火
の
た
め
全

寺
焼
失
し
た
。
直
ち
に
信
徒
有
志
等
が
再
建
に

努
力
し
、
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
五
月
完
成
す

る
。
し
ば
ら
く
は
住
職
が
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、

本
尊
、
檀
徒
位
牌
等
は
地
域
で
管
理
を
し
て
い

た
。
そ
の
後
西
中
島
か
ら
山
田
真
月
が
当
地
に

巡

錫
し
、
信
徒
の
要
望
に
よ
っ
て
第
一
世
住

第
二
章

神
社
・
仏
閣

高 山 寺

2

法

然

寺

大
字
久
万
六
二

浄
土
宗
知
恩
院
派

口
称
院
万
徳
山
法
然
寺

本
尊

阿
弥
陀
如
来

建
永
二
年
(
一
二
〇
七
)
二
月
、
宗
祖
法
然
上

人
は
勅
勘
を
蒙
り
土
佐
に
配
流
さ
れ
た
。
実
際

は
、
当
時
の
関
白
九
条
兼
実
の
計
ら
い
で
弟
子

瑞
蓮
が
身
代
り
と
な
っ
た
。
承
元
元
年
(
一
二

〇
七
)
一
二
月
八
日
、
勅
免
の
宣
旨
が
下
り
帰

洛
の
途
中
当
地
に
留
錫
し
、
念
仏
を
布
教
し

た
。
こ
の
因
縁
に
よ
り
堂
字
が
建
立
さ
れ
、
法

然
寺
と
称
し
て
開
山
し
た
。
久
万
一
円
を
檀
家

と
し
て
今
日
に
至
る
。
現
在
第
一
人
世
乗
松
義

章
が
護
持
し
て
い
る
。

3

正

法

寺

大
字
久
万
一
四
八
五

日
蓮
宗
身
延
山
久
遠
寺
末
一
乗
山
正
法
寺

本
等

日
蓮
上
人

元
三
津
新
立
正
念
寺
住
職
で
あ
っ
た
自
明
上

人
に
よ
っ
て
、
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
三
津
住

正 法 寺

二
三
九
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吉
町
に
建
立
開
山
さ
れ
る
。
そ
の
後
廃
寺
同
様
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
第
四
世
謙
融

日
正
上
人
が
昭
和
九
年
に
住
職
と
な
り
、
昭
和
一
七
年
三
月
一
八
日
に
当
地
に
移
転

し
復
興
に
努
め
た
。
現
在
は
本
堂
、
客
殿
、
山
門
、
庫
裡
(
改
築
)
と
、
次
々
建
造
さ

れ
寺
観
も
一
新
し
、
第
五
世
正
教
日
尚
が
法
燈
を
継
承
し
て
い
る
。

4

馬

頭

寺

大
字
上
野
尻
乙
二
五
一
の
二

真
言
宗
醍
醐
派

本
尊

馬
頭
観
世
音

法
然
寺
の
末
寺
と
し
て
明
暦
以
前

(
一
六
五
五
)
か
ら
建
立
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
郡
内
の
牛
馬
の
守
護

と
し
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
戦
後
、

宗
教
法
人
法
の
施
行
に
伴
い
今
日
で

は
真
言
宗
に
属
し
て
い
る
。

二
四
〇

山
に
三
密
の
秘
法
を
修
し
第
四
四
番
の
霊
場
と

な
る
。
仁
平
二
年
(
一
一
五
二
)
焼
失
。
保
元
年

間
(
一
一
五
六
̃
五
入
)
後
白
河
天
皇
が
御
脳
の

寺

病
に
な
ら
れ
た
時
、
当
山
に
勅
使
が
参
詣
し
当

宝

病
平
癒
の
祈
願
を
込
め
た
。
祈
願
成
就
な
っ
て

大

多
額
の
浄
財
を
寄
進
、
そ
れ
に
よ
っ
て
菅
生
に

四
人
の
僧
堂
坊
舎
が
建
立
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て

御
皇
妹
の
宮
が
住
職
と
し
て
こ
ら
れ
た
。
現
在
、

陵
、
勅
使
橋
の
遺
跡
が
あ
る
。
ま
た
御
白
河
天

5

大

宝

寺

大
字
菅
生
一
一
七
三

真
言
宗
豊
山
派

大
覚
院
菅
生
山
大
宝
寺

本
尊

十
一
両
観
世
音

昔
、
明
神
右
京
・
隼
人
な
る
兄
弟
の
狩
人
が
一
日
の
狩
を
終
え
て
家
路
に
つ
い
た

時
、
東
の
山
中
に
光
る
も
の
を
見
つ
け
翌
朝
そ
の
光
り
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
菅
草
の

中
に
十
一
両
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
こ
に
草
奄
を
結
ん
で

尊
像
を
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
大
宝
元
年
、
時
の
帝
文
武
天
皇
の
勅
願
に
ょ
っ
て
大
宝

の
年
号
を
と
り
創
建
さ
れ
た
。
平
安
時
代
、
弘
法
大
師
四
国
霊
場
開
創
に
際
し
、
当

皇
御
自
筆
の
『
菅
生
山
』
の
勅
額
を
賜
っ
た
。
当
時
か
ら
嵯
峨
大
覚
寺
の
末
寺
と
し

て
江
戸
時
代
ま
で
管
理
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
、
中
興
第
一
世
雲
秀
方

丈
が
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
に
住
職
と
な
る
。
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)
久
万
山
農
民

一
揆
の
騒
動
が
起
り
農
民
大
洲
領
に
逃
散
す
る
。
藩
か
ら
の
再
三
の
帰
山
の
要
請
に

も
か
か
わ
ら
ず
帰
ら
な
い
。
そ
こ
で
思
い
あ
ま
っ
た
藩
主
は
、
時
の
斉
秀
方
丈
(
第

四
世
住
職
)
に
農
民
へ
の
説
得
を
懇
願
し
た
。
斉
秀
方
丈
の
努
力
に
よ
っ
て
農
民
は

帰
山
し
た
。
そ
の
た
め
藩
か
ら
一
五
〇
石
の
定
米
の
奉
納
が
あ
り
、
よ
っ
て
国
守
の

祈
願
所
と
な
る
。
明
治
七
年
、
塔
頭
理
覚
坊
を
残
し
他
は
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
。

当
時
は
四
八
坊
の
内
二
一
坊
が
残
っ
て
い
た
と
記
録
に
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
時
代

に
大
師
堂
・
護
摩
堂
・
庫
裡
を
再
建
、
大
正
年
間
に
本
堂
・
鐘
楼
堂
を
再
建
、
昭
和

三
一
年
に
仁
王
門
・
総
門
、
昭
和
三
八
年
に
宮
殿
・
方
丈
を
再
建
し
、
完
成
す
る
。

享
徳
四
年
(
一
四
五
五
)
の
仁
王
尊
、
嘉
吉
三
年
(
一
四
四
三
)
の
三
三
灯
籠
台
(
県
有

形
文
化
財
)
、
昭
和
九
年
に
発
掘
さ
れ
た
掘
出
観
音
像
(
約
八
〇
〇
年
前
)
、
境
内
に
は

寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
芭
蕉
翁
五
〇
年
忌
追
善
供
養
に
造
立
し
た
芭
蕉
塚
、
昭
和
二



五
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
郡
内
の
戦
病
没
者
の
芳
名
を
刻
み
込
ん
で
鋳
造
し
た

「
平
和
の
鐘
」
等
が
あ
る
。
参
道
の
老
杉
は
寺
の
歴
史
を
物
語
る
。
現
在
は
第
二
十

世
伝
康
が
法
燈
を
護
持
し
て
い
る
。

永 仁 寺

6

永

仁

寺

大
字
二
名
二
一
〇
一

真
宗
大
谷
派

内
照
院
無
量
山
永
仁
寺

本
尊

阿
弥
陀
如
来

永
仁
元
年
(
一
二
九
三
)
温
泉
郡
北
平
村
に
釈

正
禅
僧
正
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
る
。
初
め
天
台

宗
で
あ
っ
た
が
、
天
正
年
間
(
一
五
七
二
̃
九

二
)
父
二
峰
二
名
城
主
・
宮
田
右
京
之
進
通
俊

に
よ
っ
て
現
在
の
地
に
移
転
さ
れ
た
。
真
宗
に

人
世
木
村
道
雄
が
護
持
す
る
。

8

法

蓮

寺

大
字
露
峰
一
四
二
七

曹
洞
宗
永
平
寺
派

花
谷
山
法
蓮
寺

本
尊

釈
迦
如
来

法

寛
保
年
間
(
一
七
四
一
̃
四
四
)
才
庵
文
覚
禅

師
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
る
。
明
治
一
九
年
に
暴

風
の
た
め
本
堂
等
倒
壊
。
同
二
〇
年
に
再
建
す

る
。
昭
和
一
八
年
、
位
牌
堂
、
同
三
五
年
、
鐘

改
宗
し
て
今
日
に
至
る
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
よ
り
大
正
一
一
年
ま
で
住
職
は
い

な
か
っ
た
。
現
在
第
一
五
代
春
祐
が
住
職
と
し
て
法
燈
を
護
持
し
て
い
る
。

楼
堂
、
同
四
〇
年
、
山
門
改
築
。
現
在
第
一
五
世
川
本
博
文
が
法
燈
を
継
承
し
て
い

る
。9

善

通

寺

大
字
下
畑
野
川
二
三
五

臨
済
宗
東
福
寺
派

永
隆
山
善
通
寺

福 城 寺

了

福

城

寺

大
字
二
名
一
八
四
人

真
言
宗
豊
山
派
大
宝
寺
末
寺

擁
護
山
福
城
寺

本
尊

釈
迦
如
来

享
保
元
年
(
一
七
一
六
)
菅
生
山
大
宝
寺
を
本

寺
と
し
て
、
栄
仙
法
印
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
大
宝
寺
の
住

職
が
兼
務
し
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
か

ら
は
住
職
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
第
一

第
二
章

神
社
・
仏
閣

本
尊

十
一
両
観
世
音

下
畑
野
川
寺
の
後
甲
九
四
五
番
地
に
東
福
寺

の
直
末
と
し
て
、
東
福
寺
第
二
世
南
山
士
雲

寺

禅
師
が
開
山
し
た
。
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が

通

「
東
福
寺
誌
」
に
よ
る
と
、
応
永
二
一
年
(
一
四

善

二
)
以
前
に
建
立
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
久
万
山
庄
屋
土
居
三
郎
右
衛
門
の
浄

財
寄
進
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
た
。
畑
野
州
地
区

に
は
、
明
杖
に
常
徳
寺
、
西
ノ
浦
に
常
善
寺
と

二
四
一
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い
ず
れ
も
延
命
地
蔵
尊
を
本
尊
と
し
て
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
三
年
一

月
一
五
日
、
善
通
寺
に
合
寺
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
三
六
年
、
現
在
地

に
移
転
新
築
さ
れ
る
。
現
在
住
職
第
一
四
世
香
州
土
耕
が
法
燈
を
護
持
す
る
。

1
0

浄

福

寺

大
字
直
瀬
一
二
六
人

臨
済
宗

東
福
寺
派

慧
光
山
浄
福
寺

本
尊

釈
迦
如
来

浄 福 寺

年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
雲
巌
禅
師
に
よ
っ
て

開
山
さ
れ
た
。
現
在
第
一
三
世
大
宗
が
住
職
を

し
て
い
る
。
火
災
の
た
め
全
く
な
に
も
わ
か
ら

な
い
。
か
つ
て
は
妙
心
寺
派
に
属
し
て
い
た
が
、

昭
和
二
五
年
ご
ろ
か
ら
東
福
寺
派
と
な
る
。
な

お
下
直
瀬
中
通
に
は
、
薬
師
三
尊
を
祀
る
薬
師

堂
が
あ
る
。
本
尊
に
薬
師
如
来
、
脇
仏
に
日
光

・
月
光
菩
薩
を
祀
り
、
十
二
神
将
の
谷
属
も
は

つ
っ
て
い
る
。
伝
え
に
よ
る
と
平
安
時
代
の
末

期
か
ら
開
山
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四

そ
の
他
の
信
仰

ア
、
開
所
年
月
日
、
開
教
者
、
教
会
所

ィ
、
開
教
所
世
代

ウ
、
信
者
数

エ
、
祭

日

二
四
二

オ
、
そ
の
他

1

キ
リ
ス
ト
教

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

ア
、
大
正
九
年
、
外
人
宣
教
師
の
寄
付
金
に
よ
り
税
務
署
跡
(
現
久
万
公
民
館
)
に
伝

導
所
が
開
所
さ
れ
る
。
昭
和
二
九
年
二
月
、
現
在
の
場
所
(
福
井
町
)

に
移
さ
れ

る
。

ウ
、
二
〇
人
程
度

工
、
毎
日
曜
日
礼
拝
、
聖
書
勉
強
会
、
復
活
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
祭
。

2

石
鎚
本
数

ア
、
昭
和
二
六
年
一
〇
月
、
住
吉
町
に
上
浮
穴
邪
教
会
所
が
、
金
子
伊
勢
松
に
よ
っ

て
開
所
さ
れ
る
。

ィ
、
初
代
金
子
伊
勢
松
、
第
二
代
露
口
政
一
、
第
三
代
山
田
亭
馬
、
第
四
代
金
子
敬

一
郎
(
現
在
)

ウ
、
約
五
〇
人

エ
、
毎
月
の
祭
り
、
一
〇
日
。
春
の
大
祭
、
三
月
一
〇
日
。
夏
の
大
祭
、
七
月
一
〇

日
。
秋
の
大
祭
・
九
月
一
〇
日

3

黒

住

教

ア
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
住
安
町
に
久
万
教
会
所
を
与
平
が
開
所
す
る
。
明
治
元

年
(
一
八
六
八
)
明
神
の
皿
木
に
で
き
た
明
神
教
会
所
(
現
)

に
吸
収
し
正
式
に
黒

住
教
明
神
教
会
所
と
な
る
。

ィ
、
初
代

石
田
佐
吉
、
第
二
代

石
田
精
三
郎
、
第
三
代

石
田
佐
々
雄
、
第
四

代

石
田
精
二

(
現
在
)

ウ
、
数
百
人

エ
、
毎
月
第
一
日
曜
日

定
会
日



4

天

理

教

ア
、
明
治
二
八
年
、
大
野
松
五
郎
に
よ
っ
て
入
野
に
開
所
さ
れ
る
。
明
治
三
七
年
、

曙
町
に
移
転
さ
れ
現
在
に
至
る
。

ィ
、
初
代

大
野
松
五
郎
、
第
二
代

矢
野
万
次
郎
、
第
三
代

片
山
末
五
郎
、
第

四
代

片
山
寛
三
郎
、
第
五
代

片
山
一
利
(
現
在
)

ウ
、
数
百
人

エ
、
毎
月
の
祭
り
、
一
〇
日

二
六
日
。
春
秋
例
祭

オ
、
昭
和
一
六
年
、
分
教
所
が
近
森
ミ
ツ
に
よ
っ
て
上
直
瀬
に
開
所
さ
れ
る
。
第
二

代

大
野
幹
太
郎
、
第
三
代

大
野
良
行

(
現
在
)

5

金

光

教

ア
、
大
正
六
年
五
月
、
小
黒
富
繁
に
よ
っ
て
久
万
に
は
い
る
。
同
年
一
一
月
、
正
式

に
認
可
さ
れ
る
。

ィ
、
初
代

河
原
正
三
郎
、
第
二
代

河
原
ヤ
ス
、
第
三
代

河
原
公
志
、
第
四
代

河
原
初
子
(
現
在
)

ウ
、
二
百
数
十
人

エ
、
春
祭
り
、
御
本
体
祭
り

五
月
六
、
七
日
。
秋
祭
り
、
教
祖
大
祭
一
一
月
六
、

七
日
。
月
並
祭

七
日
、
一
五
日
、
二
五
日

6

創
価
学
会

ア
、
昭
和
三
一
年
五
月
、
菅
生
、
大
野
泰
弘
の
入
信
に
始
ま
る
。

ウ
、
数
百
世
帯

ユ
、
毎
月
四
〇
人
程
度
本
山
大
石
寺
に
参
拝
す
。

オ
、
特
定
の
集
会
所
を
持
た
ず
、
信
者
の
家
を
座
談
会
式
に
持
ち
回
る
。

第
一
一
章

神
社
・
仏
閣

7

立
正
佼
正
会

ア
、
昭
和
三
八
年
四
月
、
霧
降
の
鈴
木
カ
ツ
コ
に
よ
っ
て
久
万
法
座
所
が
開
設
さ
れ

る
。

ウ
、
約
一
七
〇
人

郡
内
一
円

エ
、
毎
月
一
日
、
支
部
御
命
日
。
五
日
、
虚
空
蔵
菩
薩
御
命
日
。
一
〇
日
、
妙
佼
先

生
御
命
日
。
一
四
日
、
七
両
大
明
神
御
命
日
。
一
五
日
、
釈
迦
牟
尼
御
命
日
。
二

〇
日
、
鈴
木
家
御
命
日
。
二
五
日
、
法
座
所
御
命
日
。
二
八
日
、
八
幡
大
菩
薩
御

命
日
、
春
花
祭
。
一
〇
月
一
三
、
四
日
、
御
万
灯
御
縁
日

8

そ

の

他

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
生
長
の
家
・
P
L
教
団
・
霊
友
会
大
本
教
・
メ
シ
ャ
教
等

が
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

五

信
仰
の
移
り
変
わ
り

民
俗
部
門
は
全
般
的
に
移
り
変
わ
り
が
は
げ
し
い
が
、
特
に
信
仰
に
関
す
る
事
象

に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
、
既
に
消
滅
し
た
も
の
が
予
想
以
上
に
多
い
。
そ
の
原
因
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
概
括
し
て
み
れ
ば
、
①
主
と
し
て
自
然
科
学

に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
発
達
普
及
、
②
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
に
よ
る
伝
統

継
承
の
軽
視
、
③
人
口
、
特
に
継
承
者
で
あ
る
若
年
層
の
減
少
、
④
終
戦
を
境
と
し

て
の
価
値
観
の
変
化
等
の
諸
条
件
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

宗
教
本
来
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
す
べ
て
の
進
歩
発
展
の
前
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
迷

信
、
俗
信
の
類
が
次
第
に
打
破
さ
れ
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

過
去
の
生
活
感
情
に
ま
つ
わ
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
追
憶
、
天
地
自
然
の
壮
大
な
営
み

に
対
す
る
畏
敬
の
念
等
に
至
る
も
の
ま
で
を
も
葬
り
去
っ
て
し
ま
う
必
要
は
な
い
。

二
四
三
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ま
た
た
と
え
そ
の
事
柄
が
直
接
目
に
見
え
る
よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
さ
ず
、
一
見
無

価
値
な
よ
う
に
見
え
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
風
習
に
伴
い
行
事
を
実
施
し
て
行
く

こ
と
に
よ
っ
て
家
庭
生
活
や
、
地
域
の
共
同
体
と
し
て
の
生
活
に
あ
る
種
の
潤
い
を

与
え
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
地
域
住
民
こ
ぞ
っ
て
祝
っ
た
り
、
祭
り
事
を
催
し
た
り

す
る
こ
と
に
も
、
ま
た
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

こ
の
章
を
し
た
た
め
る
に
当
た
り
、
お
お
ま
か
に
、
予
想
し
て
い
た
い
く
つ
か
の

問
題
点
及
び
予
想
外
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
述

べ
て
み
よ
う
。
久
万
町
は
、
大
宝
寺
・
岩
屋
寺
・
浄
瑠
璃
寺
を
結
ぶ
四
国
霊
場
巡
拝

の
道
筋
に
当
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
信
仰
の
具
体
的
形
態
に
身
近
に
接
す
る
機
会
が
多

く
、
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
。
こ
れ
が
外
部
と
の
交
渉
を
更
に
密
接
に
し
、
し
か

も
積
極
的
に
行
わ
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
方
、
こ
の
門
前
町
は
土
佐
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
こ
と
、
近
郷
山
村
の
物
資
の
集
散
地
と
し
て
中
心
的
位

置
を
占
め
て
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
農
山
村
の
特
色

で
あ
る
農
耕
に
関
す
る
儀
礼
及
び
行
事
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
後
者
は
、
山
村
集
落
の
閉
鎖
性
が
特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
行
政

区
画
上
は
大
洲
藩
(
旧
父
二
峰
村
・
旧
久
万
町
の
一
部
)
と
松
山
藩
に
わ
か
れ
て
い
な
が

ら
両
者
の
間
に
全
く
著
し
い
差
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

久
万
全
域
に
わ
た
っ
て
の
宗
教
的
行
事
は
、
全
く
共
通
性
に
富
み
格
別
特
異
な
も
の

は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
土
佐
街
道
に
沿
っ
て
い
な
が
ら
、
直
接
明
治
の
排
仏
毀

釈
の
影
響
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
と
、
各
小
組
の
ほ
と
ん
ど
に
観
音

堂
・
薬
師
堂
・
天
王
堂
・
権
現
堂
・
大
師
堂
・
地
蔵
堂
等
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
大
宝
寺
か
ら
勧
請
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
点
、
特
に
父
二
峰

地
区
の
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
大
宝
寺
、
又
は
そ
の
末
寺
で
あ
る
福
城
寺
か
ら
出
向

二
四
四

い
て
勤
行
等
、
宗
教
的
行
事
(
主
に
仏
教
に
関
連
し
た
も
の
)
を
行
う
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

な
お
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
憑
霊
現
象
を
認
め
た
け
れ
ど
も

そ
れ
を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

諸
宗
教
は
、
山
村
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
が
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
教
線
を

張
っ
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
宗
教
に
対
す
る
寛
容
性
、
曖
昧
さ
と
い
っ
た
も
の
が
認
め

ら
れ
た
。
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